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人口と世帯 令和5年11月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　81,858 人
男　　40,213 人
女　　41,645 人
世帯　35,471世帯

※外国人住民 (41 か国・地域 ／ 1,969 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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今
回
は「
武
佐
」
地
域
の
地
名
の

由
来
と「
武
佐
宿
」、「
長
光
寺
」を
紹

介
し
ま
す
。

　

武
佐
地
域
は
明
治
22（
1
８
８
９
）

年
に
御
所
内
、長
光
寺
、友
定
、西
宿
、

西
生
来
、野
田
、南
野
、武
佐
の
8
か

村
が
合
併
し
、武
佐
村
が
誕
生
し
ま

し
た
。そ
の
後
、昭
和
33（
１
９
５
８
）

年
に
旧
近
江
八
幡
市
と
合
併
し
て
、現

在
の
武
佐
学
区
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
佐
と
い
う
地
名
の
由
来
は
牟む

佐さ

神
社
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

牟
佐
神
社
は
、
平
安
時
代
に
編
さ
ん

さ
れ
た
歴
史
書『
三
代
実
録
』（
天
安

2（
８
５
８
）年
～
仁
和
３（
８
８
７
）

年
）に「
牟
佐
上
神
・
牟
佐
下
神
」と

あ
る
う
ち
の
牟
佐
下
神
に
比
定
さ
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
武
佐
と
い
う
語
源

は
お
お
よ
そ「
牟
佐
」か「
身む

狭さ

」と

い
う
字
を
起
源
に
持
ち
ま
す
。

　

次
に
武
佐
宿
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
武
佐
宿
は
近
世
に
お
い
て
整
備

さ
れ
た
宿
で
、
中
山
道
沿
い
に
あ
り
、

江
戸
か
ら
数
え
て
66
番
目
の
宿
と
な

り
ま
す
。
そ
の
町
並
み
は
約
９
２
０

m
あ
り
、
寛
政
12
（
１
８
０
０
）
年

に
は
人
口
が
６
６
０
人
、
宿
内
家
数

１
５
２
軒
、
本
陣
１
軒
、
脇
本
陣
１

軒
、 

旅は
た
ご
や

籠
屋
59
軒
、
人
馬
継
ぎ
立
て

機
能
の
問
屋
場
が
2
か
所
、
と
大
い

に
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
ま
た
、天
保
年
間（
１
８
３
０

～
１
８
４
４
年
）
に
歌
川
広
重
と
渓け

い

斎さ
い

英え
い

泉せ
ん

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
『
木き

そ曾

ま
ち
の
な
ま
え
⑨

ま
ち
の
な
ま
え
⑨

「
武
佐
」

「
武
佐
」

海か
い
ど
う道
六
十
九
次
』で
は
、武
佐
が
当
時

の
様
子
と
共
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
武

佐
宿
は
近
世
に
お
い
て
宿
駅
の
機
能

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
宿
駅
の
機
能

自
体
は
中
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
仁
治
３（
１
２
４
２
）

年
に
書
か
れ
た
『
東と
う
か
ん
き
こ
う

関
紀
行
』
に
は

武
佐
寺
の
あ
た
り
に
宿
泊
し
た
旨
の

記
述
が
あ
り
、
当
時
か
ら
宿
と
し
て

の
機
能
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

武
佐
宿
の
よ
う
な
街
道
沿
い
で
は
、

当
時
さ
ま
ざ
ま
な
往
来
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
琉
球
国
か
ら

の
使
節
、
将
軍
へ
献
上
さ
れ
る
象
や

ラ
ク
ダ
も
武
佐
宿
を
通
っ
て
お
り
、

沿
道
の
人
々
に
と
っ
て
は
異
文
化
に

触
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
文
久
元
（
１
８
６
１
）
年

に
孝
明
天
皇
の
妹
・
和
か
ず
の
み
や宮
と
徳
川
14

代
将
軍
家
茂
と
の
婚
礼
に
お
い
て
、

和
宮
一
行
は
中
山
道
沿
い
の
武
佐
宿

を
通
っ
て
い
ま
す
。総
勢
約
２
４
０
０

人
が
通
り
、そ
の
通
行
に
は
４
日
間
を

要
す
る
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。

　

次
に
長
光
寺
の
歴
史
と
地
名
の
由

来
を
紹
介
し
ま
す
。
長
光
寺
は
そ
の
名

の
通
り
、
長
光
寺
と
い
う
お
寺
が
そ
の

ま
ま
地
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
光

寺
は
瓶か
め
わ
り割
山
の
北
山さ
ん

麗ろ
く

に
あ
り
、
推

古
天
皇
の
時
代
、聖
徳
太
子
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
お
寺
で
、

古
く
は
武
佐
寺
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
中
世
に
は
そ
の
名
を
冠
し
た
長

光
寺
城
が
あ
り
、織
田
信
長
の
家
臣
・

柴
田
勝
家
の
居
城
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
武
佐
や
長
光
寺
に
は

古
く
か
ら
の
歴
史
と
近
世
に
お
け
る

宿
駅
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、

今
で
も
そ
の
足
跡
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

——

武
佐
宿
と
長
光
寺

武
佐
宿
と
長
光
寺

——

歌川広重「木曾海道六十九次之内武佐」（出典  東京国立博物館）


